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⑴ 区立幼稚園の経緯・現状等

１ 区立幼稚園のあり方検討の経緯

昭和50年
・区内初の区立園が開園（北大泉）

◆ 幼稚園の空白地域解消、２年保育開始

昭和60年～
平成元年

・光が丘地区に４園（あかね、むらさき、わかば、さくら）が順次開園
◆ 光が丘団地の開発に伴う需要増に対応、私立園の設置が見込めない

平成26年

・光が丘地区の２園を閉園（あかね・わかば）
◆ 保育ニーズの高まり園児減少のため適正配置を実施。跡地を保育所として活用

・北大泉幼稚園、光が丘むらさき幼稚園、光が丘さくら幼稚園の３園を運営

令和６年～ ・区立幼稚園の今後のあり方に関する検討を開始

① 区立幼稚園の経緯
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⑴ 区立幼稚園の経緯・現状等

１ 区立幼稚園のあり方検討の経緯

② 幼稚園児数の減少
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◆ 令和８年度における３～５歳の幼児のうち、幼稚園に通

園している割合は約36％、認可保育所に通園している

割合は約61％

◆ 保育園利用の需要増、急速な少子化などにより、幼稚園

の園児数は区立・私立ともに近年大きく減少。

◆ 令和８年５月現在、区立幼稚園の充員率（定員に対する

園児数の割合）は３園合計で約18％

◎ 園の小規模化により集団教育・保育から得られる様々な

体験や活動に制約が生じることも懸念されている。

8年
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⑴ 区立幼稚園の経緯・現状等

１ 区立幼稚園のあり方検討の経緯

② 幼稚園児数の減少
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◆ ３年保育・長時間預かり保育を実

施する練馬こども園(私立幼稚園)

も、一貫して充員率が減少

◆ 区立幼稚園の園児数の減少は顕著

◆ 直近３年の減少数を基に試算すると、今

後の園児数は更なる減少が見込まれる。
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◎ 幼児教育の需給状況（次ページ）から、今後区立園の

急激な園児数増は見込めず、園児数の減少も顕著な状況。

8年
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⑴ 区立幼稚園の経緯・現状等

１ 区立幼稚園のあり方検討の経緯

③ 区幼児教育の需要と供給（参考）

◆ 今後の幼稚園教育について、供給が需要を

上回る見込み

◆ 需要量が減少見込みである一方、供給量は

増加見込みであり、供給過多の状況は今後

も継続する見込み

＜第１号認定＞（教育時間認定）

＜幼稚園預かり保育＞

＜第３期練馬区子ども・子育て支援事業計画（令和７年３月）抜粋＞
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⑴ 区立幼稚園の経緯・現状等

１ 区立幼稚園のあり方検討の経緯

④ 障害児の受入増加

◆ 私立、区立ともに障害児の受入数は増加しており、

区立の障害児の割合は私立と比べて高い傾向

◆ 重度、医ケア児、私立への入園が難しい園児などを

受入れ。

◆ 園児数自体の減少に対し、園児数に対する要配慮児

の割合は増加傾向

◎ 要配慮児に関する受入体制の充実や体制強化が必要
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⑵ 区立幼稚園のあり方検討の開始

１ 区立幼稚園のあり方検討の経緯

◆ 区は令和６年３月に、『第二次区立小・中学校および区立幼稚園の適正配置基本方針』を策定

◆ 区立幼稚園を取り巻く現状を基に、今後の区立幼稚園のあり方に関する検討実施を明記
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１ 区立幼稚園のあり方検討の経緯

令和６年度から、区立幼稚園のあり方に関する検討を開始

⑵ 区立幼稚園のあり方検討の開始

７



２ 検討委員会における検討

◆ 令和６年度から令和７年度にかけて、計６回検討委員会を開催

令和６年度 検討委員会（全２回）

◆ 学識経験者、幼稚園関係者を

含め、『練馬区立幼稚園あり

方検討委員会』を設置

構成委員

大学准教授 ２名

私立幼稚園協会 ３名

区立幼稚園長  ３名

令和７年度 検討委員会（全４回）

◆ 新たに区立幼稚園の元保護

者を加え、『練馬区立幼稚

園検討委員会』を設置

① 区立幼稚園の必要性を共有

② 区立幼稚園のあり方について、基本的な方針（４点）を検討

③ 今後の区立幼稚園のあり方に関する施策について検討

構成委員

大学准教授 ２名

区立幼稚園元利用者 ２名
(保護者)

私立幼稚園協会 ３名

区立幼稚園長  ３名

◆質の高い教育の提供継続 ◆要配慮児の教育機会保障および早期支援

◆幼小連携の主導的役割の発揮 ◆子育て世帯に対する支援の充実

① 保護者アンケートを実施し、ニーズ等を調査

② 委員による区立幼稚園の視察を実施

③ 区立園の現状・課題の認識を共有

◆３年保育の実施 ◆長期休業中の預かり保育の実施 ◆園の集約

◆円滑な幼小連携 ◆子育て世帯への支援
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